







The Loss of the Social and the Political? : 
A Historical Review of Studies on the German Concept of Bildung 
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“概念の研究史である 1。 
「陶冶・教養
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かつてフィアハウスが述べたように、陶冶・教養概念がそもそも実践行為や社会現実という
広大な領域を含みこむ以上、この教育学的問題圏を忘却すべきではないと結論しても決して
不当ではないだろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
